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とのアライアンスや公的プロジェクトへの参加、AIの活用な
どでビッグデータの蓄積・解析にも取り組んでいきます。

ヘルスサイエンス領域を推進する上で、グループ内に医
薬事業を展開する協和キリンをもつことは大きなアドバン
テージであると考えています。これまで「医」と「食」のビジネ
スは、法律の壁もあり個別で動いてきましたが、前述のよう
に今後の価値創出には両者をシームレスに捉えることが重
要になります。
「健康」というターゲットに「医」と「食」の両側からアプロー
チできることは、キリングループならではの強みです。同じ
素材であっても、医薬の視点と食の視点では目指すゴール
が変わってきます。従来は医薬品の素材として見ていた素
材を食の視点から捉えることで、新たな価値が見えてくる可
能性があります。そして、この2つの事業領域は基礎研究の
部分で共通する要素が多く、グループ内の連携・協働による
シナジーが特に期待されるところです。これからも私たち
キリングループの研究開発力を基盤に、人々の健康課題に
応える新たな価値の創出に取り組んでいきます。

い領域で強みをもつ事業体へ進化してきました。そして、これ
らの強みを生かして、医と食をつなぐ「ヘルスサイエンス」と
いう新たな領域での価値提供への挑戦を開始しています。

キリングループは、2つのアプローチでヘルスサイエンス
領域の成長戦略を推進しています。その1つは「予防」です。
現在は病気になった患者さんの治療だけでなく、病気になる
前の健常者に対する予防活動も医療の一部である、という
考え方が主流になっています。健常者と患者の間にはさま
ざまなレベル・段階があり、それらはシームレスにつながって
いるため、病気の予防には多様な方策が考えられます。
機能性飲料・食品をはじめ、キリングループはこれまでも
健康づくりに役立つさまざまな商品やサービスを提供して
きましたが、予防医療という観点で商品・サービスを捉え直す
ことで事業機会の拡大を目指しています。

もう1つのアプローチは「個別化」です。例えば生活習慣病
や認知症は、生活様式や社会環境、心身の相互作用など複
数の因子が関係しており、個々の患者さんの症状や環境に
応じた対応が求められます。
こうした個別化は治療の段階だけでなく、予防を主とする
ヘルスサイエンス領域でも重要になっています。そこで、資
本業務提携したファンケルとも連携して、お客様一人ひとり
の健康ニーズに沿ったきめ細かい商品・サービスの開発や
マーケティングを強化していく考えです。さらにゲノム（遺伝
情報）など個人のバイタルデータに基づいたビジネスも視
野に入れ、新事業開発を進めていきます。
また、個別化した商品・サービスの開発に向けて、ビッグ
データ活用も強化していきます。例えば、腸内細菌の「普通の
状態」を知るには大量の健常者データが必要です。このため
グループのR&D資源を結集するとともに、パートナー企業

「世界のCSV先進企業」を目指すキリングループは、事業
活動を通して創出した多様な価値を社会に提供しています。
中でも私たちが重視する価値が、人々の「健康」です。健康
寿命の延伸や生活習慣病の改善が多くの国や地域の重要
課題になるなど、健康分野にはさまざまな課題が存在してい
ます。キリングループは、そうした健康課題の解決を通して
経済的・社会的価値を創出することで持続的な成長につな
げていこうと考えています。
価値創出における競争力の源泉は100年以上にわたって
培ってきた発酵・バイオテクノロジーです。このコア技術を
ベースに、キリングループは飲料・食品から医薬品までの幅広

健康分野の社会課題解決を通じて
持続的な成長を目指す
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